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■
研
究
十
二
月
往
来
〈
401
〉
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世
阿
弥
の
芸
談『
申
楽
談
儀
』第
十
四
条
は
能
作
に

関
し
て
三
ヶ
条
続
く
最
初
の
条
で
あ
る
。
そ
の
末
尾

に
、
亡
父
観
阿
弥
作
の〈
卒
都
婆
小
町
〉の
場
面
割
愛

事
例
に
触
れ
た
後
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

道
盛
、
言
葉
多
き
を
、
切
り
除
け


し
て
能

に
な
す
。
丹
後
物
狂
、
夫め

う
と婦

出
で
て
物
に
狂
ふ

能
也
し
也
。
幕
屋
に
て
、
に
は
か
に
ふ
と
今
の

様
に
は
せ
し
よ
り
、
名

（
な
あ
る
）

有
能
と
な
れ
り
。
然

（
し
か
れ
）ば

能
も
当
世


を
心
得
て〈
笠
間
の
能
、
今
程
不
相

応
か
〉
、
昔
は
か
く
成な

る

と
の
み
心
得
べ
か
ら
ず
。

右
は
第
十
六
条
に
井
阿
弥
作
と
い
う〈
通
盛
〉〈
丹
後

物
狂
〉の
詞
章
・
配
役
の
改
訂
事
例
を
述
べ
た
も
の

で
あ
る
。
両
曲
と
も
妻
の
役
で
ツ
レ
が
出
る
能
だ
が
、

前
者
は
詞
章
の
推
敲
割
愛
を
、
後
者
は
ツ
レ
役
の
割

愛
を
行
っ
て
成
功
し
た
先
例
の
紹
介
で
あ
る
。
能
も

時
流
を
考
え
よ
と
の
結
論
に
注
記
さ
れ
る
傍
線
部
に

つ
い
て
、
例
え
ば『
世
阿
弥
・
禅
竹
』で
は
、

廃
曲『
安
犬
』（
ワ
キ
笠
間
十
郎
）
の
古
名
ら
し
い
。

足
利
氏
に
謀
反
す
る
人
物
が
シ
テ
。

と
あ
る
。
そ
し
て
反
足
利
的
な
人
物
が
シ
テ（
実
は
謡

本
で
は
母
が
シ
テ
）
で
あ
る
の
が「
今
程
不
相
応
」
の
理

由
と
考
え
る
の
が
、
従
来
の
通
説
で
あ
る
。

　〈
安
犬
〉
は
小お

山や
ま

氏
の
乱
に
取
材
し
た
廃
曲
で
あ

る
。
小
山
氏
の
乱
と
は
、
鎌
倉
時
代
以
来
、
下
野
国

（
現
栃
木
県
）守
護
を
務
め
た
名
族
の
棟
梁
小
山
義
政

と
子
息
若
犬
丸
と
に
よ
る
康
暦
二
年（
一
三
八
〇
）か

ら
応
永
四
年（
一
三
九
七
）に
わ
た
る
関
東
の
大
乱
で
、

乱
後
２
年
で
自
害
し
た
義
政
の
遺
志
を
継
い
だ
若
犬

丸
が
神
出
鬼
没
の
活
躍
を
見
せ
た
が
、
結
局
追
い
詰

め
ら
れ
て
自
害
し
、
そ
の
遺
児
二
名
は
捕
ら
え
ら
れ
、

鎌
倉
公
方
足
利
氏
満（
尊
氏
の
四
男
基
氏
の
子
）の
命

で
殺
害
さ
れ
た（『
鎌
倉
大
日
記
』他
）。
こ
れ
は
氏
満

の
権
威
確
立
過
程
で
の
、
京
都
の
足
利
将
軍
家
に
近

く
し
か
も
関
東
最
大
の
在
地
勢
力
に
対
す
る
、
公
権

を
背
景
と
し
た
弾
圧
で
あ
っ
た
。
足
利
将
軍
と
鎌
倉

公
方
は
、
こ
の
乱
以
前
か
ら
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
が
、

両
者
の
関
係
は
こ
れ
以
後
さ
ら
に
流
動
的
と
な
っ
た
。

　
廃
曲〈
安
犬
〉の
構
成
は
次
の
様
で
あ
る
。
１
安
犬

（
子
方
）
・
従
者（
ト
モ
）
の
登
場〔
父
若
犬
の
戦
死
を
知
り
母

の
許
に
下
向
〕
。
２
従
者
・
母（
シ
テ
）・
安
犬
の
応
対〔
案

内
を
乞
う
が
警
戒
す
る
母
に
安
犬
と
名
乗
り
屋
敷
に

入
る
〕。
３
笠
間（
ワ
キ
）
登
場〔
若
犬
討
ち
取
り
と
安
犬
捕

縛
の
こ
と
、
門
前
で
開
門
の
要
求
〕
。
４
母
子
の
応
対〔
母
の

説
得
に
よ
り
屋
内
に
潜
伏
〕
。
５
乳
母（
オ
モ
ア
イ
）
・
笠
間

従
者（
ア
ド
ア
イ
）
の
応
対〔
居
留
守
〕
。
６
笠
間
・
安
犬
・

母
の
応
対〔
笠
間
の
挑
発
に
安
犬
が
応
酬
、
母
も
包
囲
を
見
て

匿
う
の
を
断
念
〕
。
７
母
子
の
活
躍〔
共
に
斬
っ
て
出
た
母
の

健
気
さ
に
敵
も
感
動
〕
。
８
母
子
と
笠
間
勢（
立
衆
）
と
の

闘
争〔
五
十
騎
の
敵
と
の
切
組
ミ
〕
。
９
三
人
の
闘
争
・
結

末〔
母
子
は
笠
間
を
斬
る
が
安
犬
は
大
勢
に
取
り
押
さ
え
ら
れ
、

母
は
呆
然
と
見
送
る
〕
。

　
右
は
鴻
山
文
庫
蔵
了
随
三
百
番
本
に
基
づ
き
、
能

楽
研
究
所
蔵
上
杉
家
旧
蔵
番
外
謡
本
や
国
学
院
大
学

図
書
館
蔵
上
掛
り
番
外
謡
十
五
冊
本
で
補
っ
た
。
ア

イ
に
つ
い
て
は
明
確
な
指
定
が
な
い
が
、
詞
章
内
容

や「
シ
カ


」の
注
記
等
か
ら
想
像
し
た
。
国
学
院

本
は
、
第
９
段
の
末
が
母
子
で
敵
を
追
い
散
ら
し
共

に
都
に
上
る
と
い
う
別
詞
章
だ
が
、
乱
の
顛
末
か
ら

は
乖
離
し
て
お
り
、後
代
の
改
変
と
さ
れ
る
。〈
安
犬
〉

が〈
笠
間
の
能
〉と
同
一
曲
と
す
れ
ば
斬
ら
れ
役
が
曲

名
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、〈
安
犬
〉の
曲
名
が

ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思
え
る
。
し
か
し
本
曲
の
筋
立

て
を
見
る
限
り
、
実
は
誰
が
シ
テ
と
も
判
然
と
し
な

い
作
風
で
、
当
初
は
敵
役
の
笠
間
と
子
方
安
犬
、
及

び
母
が
活
躍
す
る
多
焦
点
演
出
で
あ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
そ
れ
が
後
世
の
類
型
化
の
過
程
で〈
安
犬
〉

と
改
名
さ
れ
た
と
し
て
も
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。

　
本
曲
の
作
品
研
究
に
天
野
文
雄
氏「《
笠
間
の
能
》

を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
世
阿
弥
が
い
た
場
所
』ぺ
り
か
ん
社

二
〇
〇
七
、一
九
九
九
初
出
）
が
あ
り
、「
今
程
不
相
応
」と

す
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
説
と
同
じ
立
場
を

と
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
考
え
た
場
合
、
謀
反

人
の
一
子
で
あ
る
安
犬
丸
の
活
躍
を
描
く
こ
と
と
、
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笠
間
一
党
に
よ
る
安
犬
丸
の
捕
縛
を
描
く
こ
と
の

ど
ち
ら
が「
不
相
応
」な
の
か
は
不
明
確
な
の
で
あ
っ

て
、
何
に
対
す
る
遠
慮
な
の
か
実
は
よ
く
分
か
ら
な

い
。
し
か
も
従
来
の
説
の
よ
う
に
政
局
に
対
し
て「
不

相
応
」な
ら
ば
、
本
曲
を
作
る
こ
と
自
体
が「
不
相
応
」

な
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
地
方
の
動
乱
に
関
わ
る

政
治
的
に
微
妙
な
問
題
に
対
し
、
猿
楽
者
が
忖
度
出

来
た
と
も
思
え
な
い
。「
今
程
不
相
応
」と
い
う
の
は
、

こ
の
注
記
が『
申
楽
談
儀
』
の
編
者
元
能
に
よ
る
編

纂
時
の
も
の
と
仮
定
し
て
、
乱
後
す
で
に
三
三
年

を
経
て
、
も
は
や
事
件
が
世
間
か
ら
忘
れ
ら
れ「
今

程
不
相
応
」に
な
っ
た
と
考
え
る
の
が
至
当
で
あ
る
。

本
曲
が
も
て
は
や
さ
れ
た
一
時
期
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
。

　
こ
れ
は〈
笠
間
の
能
〉の
成
立
が
乱
後
間
も
な
い
頃
、

応
永
四
、五
年
の
間
と
考
え
る
こ
と
と
一
体
で
あ
る
。

キ
ワ
物
的
な
制
作
事
情
の
能
に
、
応
永
二
十
一
年

（
一
四
一
四
）
の
実
盛
幽
霊
出
現
の
噂
話
に
取
材
し
た

世
阿
弥
作〈
実
盛
〉が
あ
る
が
、
こ
れ
は
本
説
が『
平

家
物
語
』で
あ
り
、
発
端
の
事
件
が
忘
却
さ
れ
て
も

作
品
に
は
生
き
残
る
力
が
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
の

〈
笠
間
の
能
〉＝〈
安
犬
〉の
題
材
は
、
歴
史
的
に
は
地

方
の
大
動
乱
と
し
て
注
目
さ
れ
る
べ
き
事
件
な
が
ら
、

幕
府
中
枢
や
朝
廷
が
ま
っ
た
く
関
わ
ら
な
い
地
域
限

定
的
な
武
力
抗
争
で
あ
り
、
乱
終
息
後
は
速
や
か
に

忘
却
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
乱
の
首
魁
小
山
義
政

の
首
級
が
上
洛
す
る
と
の
噂
は
、『
実
冬
公
記
』永
徳

二
年（
一
三
八
二
）
五
月
八
日
条
に
見
え
、
乱
自
体
に
都

人
が
無
関
心
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
だ
か
ら
こ

そ
能
の
制
作
も
行
わ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
本
事

件
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら『
鎌
倉
大
日
記
』

『
鎌
倉
大
草
紙
』な
ど
の
編
纂
さ
れ
た
史
書
で
あ
る
。

例
え
ば
若
犬
の
遺
児
二
人
の
処
刑
は
同
時
代
記
録
に

は
見
え
な
い
。
後
世
の
編
纂
な
が
ら『
鎌
倉
九
代
記
』

で
は
二
人
は
、
若
犬
で
は
な
く
若
犬
与
党
田
村
庄
司

の
遺
児
と
す
る
。
本
曲
が
事
件
直
後
の
キ
ワ
物
的
な

能
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
本
曲
第
９
段
に
見
え
る
、
安

犬
十
四
歳
・
笠
間
十
郎
二
十
七
歳
と
い
う
具
体
的
な

年
齢
設
定
は
、
当
時
の
風
聞
に
基
づ
い
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
能
と
史
書
の
ど
ち
ら
が
事
実
に
近
い
の

か
、
実
は
判
然
と
し
な
い
。

　〈
安
犬
〉は『
自
家
伝
抄
作
者
付
』に
佐
阿
弥
作
と
あ

り
、『
い
ろ
は
作
者
注
文
』
に
は「
を
や
ま
」
の
別
名

で
曲
名
の
み
を
掲
載
す
る
。
佐
阿
弥
は
、
金
春
禅
竹

嫡
男
の
大
夫
元
氏
が
多
武
峰
八
講
猿
楽
で
初
演
し
た

〈
碁
〉の
作
者
で
あ
る（『
禅
鳳
雑
談
』）
。『
申
楽
談
儀
』の

〈
笠
間
の
能
〉と
は
時
代
が
合
わ
ず
、『
自
家
伝
抄
』の

説
は
信
じ
が
た
い
。『
申
楽
談
儀
』に
曲
名
が
引
用
さ

れ
る
場
合
、
と
く
に
断
り
の
な
い
限
り
、
多
く
は
観

世
座
所
演
曲
で
あ
る
。
そ
れ
は『
三
道
』に
掲
げ
ら
れ

た
応
永
年
内
の
人
気
曲
二
九
曲
が
、
す
べ
て
観
世
座

所
演
曲
で
あ
る
こ
と（
作
者
の
ほ
ぼ
す
べ
て
が
観
世
座
関
係

者
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
確
実
視
さ
れ
る
）
と
同
様
の
現
象
で

あ
る
。〈
笠
間
の
能
〉も
、
他
座
の
演
目
で
あ
れ
ば
無

用
の
注
記
で
あ
る
。
当
然
観
世
座
所
演
曲
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
た
や
す
く
廃
曲
候
補
に
組
み
入

れ
る『
申
楽
談
儀
』第
十
四
条
の
口
吻
は
、
本
曲
が
観

阿
弥
や
世
阿
弥
の
作
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
想
像
さ

せ
る
。
元
能
自
作
の
可
能
性
も
限
り
な
く
ゼ
ロ
に
近
い
。

　
こ
の
注
記
が
、
井
阿
弥
作
の〈
通
盛
〉〈
丹
後
物
狂
〉

の
改
訂
記
事
の
後
に
現
れ
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。

改
訂
程
度
で
は
救
え
な
い
時
代
遅
れ
の
作
品
と
し
て
、

井
阿
弥
作
品
の
一
つ
が
こ
こ
に
例
示
さ
れ
た
蓋
然
性

は
高
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
既
知
の
こ
と
な
が
ら
、〈
安
犬
〉の
冒
頭
の［
次
第
］

「
花
の
跡
と
ふ
松
風
に
、
残
る
こ
の
身
ぞ
あ
や
う
き
」

は
、『
五
音
』上
所
引
の
観
阿
曲〈
静
〉の［
次
第
］「
花

の
跡
と
ふ
松
風
は
、
雪
に
や
静
か
な
る
ら
ん
」の
影

響
を
受
け
て
い
る
。〈
二
人
静
〉の
結
末
の
句「
雪
に

吹
き
な
す
花
の
松
風
、
静
が
跡
を
問
ひ
給
へ
」も
観

阿［
次
第
］の
類
想
句
と
さ
れ
、
同
曲
の
井
阿
弥
作
説

が
提
起
さ
れ
て
も
い
る
。
こ
の［
次
第
］の
表
現
は
後

代
に
も
し
ば
し
ば
再
利
用
さ
れ
る
が
、〈
安
犬
〉の
場

合
は
、
同
一
作
者
だ
か
ら
こ
そ
の
影
響
の
共
有
な
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
井
阿
弥
の
そ
の
他
の
作
、〈
丹
後
物
狂
〉〈
通
盛
〉〈
守

屋
〉と
比
べ
る
と
、
井
阿
弥
の
作
風
と
さ
れ
る
、
物

語
的
構
想
を
そ
の
ま
ま
能
に
仕
立
て
よ
う
と
す
る
志

向
と
の
共
通
性
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
多
焦
点
手
法

と
一
体
の
安
犬
の
母
が
活
躍
す
る
設
定
は
、
井
阿
弥

の
作
風
の
具
体
例
と
し
て〈
丹
後
物
狂
〉〈
通
盛
〉に

つ
い
て
想
定
さ
れ
て
い
る
原
曲
の
姿
に
近
い
。〈
安

犬
〉の［
こ
の
身
＝
木
の
実
］の
よ
う
な
平
俗
な
秀
句

仕
立
て
の
詞
章
は
、〈
守
屋
〉に
も
通
じ
る
点
が
あ
る
。

何
よ
り
も「
今
程
不
相
応
」な
時
代
性
が
、
井
阿
弥
の

作
で
あ
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。
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）


